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第27回
日経STOCKリーグ

レポートフォーマット
記入用

＜レポートフォーマットの使い方＞

1. 本フォーマットは、書式に沿って各チームで学習を進め、その内容や結果を直接このフォーマットに記入していくことで、レポートを完成させるように構成されています。                             よりオリジナリティーを発揮してレポート作成を行いたいチームは、この書式を使用しなくても結構です。

2. 項目ごとに設けてある記入欄の大きさは、あくまで参考です。記入の仕方や分量に合わせて、自由にスペースを調整してください。図表･写真等を入れても構いません。

3. 提出するレポートには、この表紙ページは付けないでください。

4. 募集要項の「レポート提出要項」に記載のある上限枚数（表紙を含めA4用紙30ページ以内）を必ず守ってレポートを作成してください。枚数をオーバーしたレポートは審査の対象外となります。　

5. 「man@bow」に掲載している「レポート作成Q&A」に、これまで寄せられた主な質問に対する回答を記載してありますので、参考にしてください。

※昨年度まで必須としていた「基礎学習」の問題解答はありません。
※生成AIは主体的な学びを補助する範囲でのみ利用いただけます。
生成AIを利用した場合は、利用した内容について必ず申告してください。

※このページは提出時には削除してください。

表紙
以下の項目を入れて、自由に作成してください。
体裁･デザインは自由です。
タイトル


基 本 情 報

応募区分：
チームID：
チーム名：
学校名：
学　　年：
リーダー名：
メンバー名：
指導教員名：
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１．暮らしや社会の変化と経済との関係




【１－１】日常生活や社会全体をめぐって注目される最近の動きや、私たちが直面している様々な社会的課題の中から、自分たちが特に重要と考える事項をいくつか選び、その理由と経済や企業活動への影響をまとめてみよう。

	課題
	選んだ理由
	経済や企業活動への影響

	




	
	

	





	
	

	





	
	




２．投資テーマの決定



【２－１】１－１でまとめたことなどを基にしながら、「今後成長が見込まれる分野」または「投資してみたい企業」について考え、それに関連する記事や情報をいくつか選び出してみよう。

	分野・企業
	日付
	出所
	内容（概要）
	選んだ理由

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



【２－２】投資してみたいテーマを選び、その理由をまとめよう。

	投資テーマ




	テーマ選定理由
















３．ポートフォリオの作成



【３－１】決定した投資テーマに基づいて投資する企業（銘柄）の選び方（スクリーニング）を決め、その手順に沿って最終的な投資先企業を選ぼう。

第1スクリーニング









第2スクリーニング











第○スクリーニング






【３－２】３－１のスクリーニングによって決定した具体的な投資先企業を以下の表にまとめよう（500万円分の仮想資金で10銘柄以上、最大20銘柄）。そして、組み上げたポートフォリオ（ファンド）に名前を付けてみよう。
ポートフォリオ（ファンド）　名   :



	証券コード
銘柄コード
	企業(銘柄)名
	主要市場
	購入金額(円)
	構成比
（％）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



【３－３】ポートフォリオを構成する各銘柄の値動きをチェックし、気付いたことをまとめよう。



４．投資家へのアピール



自分たちが作成したポートフォリオ（ファンド）への賛同者を増やすために、投資家向けにアピールしよう（大学生は、ここにポートフォリオ理論に基づいた考察を記入しよう）。





































５．日経STOCKリーグを通して学んだこと



日経STOCKリーグを通して学んだことをまとめよう。



６．生成AIの活用履歴


【生成AIを利用するにあたって】
生成AIは参加者の主体的な学びを補助する範囲でのみ利用を認め、思考や表現そのものを代替する使い方は認めません。

※許容範囲外の行為：生成AIで生成した文章・成果物をそのまま転記・提出すること、第三者の著作権を侵害する生成・利用を行うこと
１）使用した生成AIの種類・サービス名
　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２）使用箇所・用途


７．参考文献

